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衆
議
院
議
員
橘
慶
一
郎
君
提
出
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
に
内
閣
の
取
り
組
み
を
求
め
る
三
課
題
の
そ
の
後

の
進
展
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
四
日
時
点
に
お
い
て
、
東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
廃
棄
物
（
以
下
「
災
害
廃
棄
物
」
と
い
う
。

）
の
受
入
れ
を
行
っ
て
い
る
地
方
自
治
体
の
数
は
、
七
都
県
の
二
十
九
市
区
町
村
で
あ
り
、
岩
手
県
の
災
害
廃
棄
物
に
つ
い

て
は
約
二
万
ト
ン
、
宮
城
県
の
災
害
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
約
六
万
ト
ン
が
こ
れ
ら
の
地
方
自
治
体
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る

と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
日
時
点
に
お
い
て
、
災
害
廃
棄
物
の
受
入
れ
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
災
害
廃
棄
物
の
試
験

焼
却
を
実
施
済
み
又
は
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
地
方
自
治
体
の
数
は
、
八
県
の
十
六
市
町
村
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

可
燃
物
（
木
く
ず
を
含
む
。
）
で
あ
る
災
害
廃
棄
物
の
広
域
的
な
処
理
（
以
下
「
広
域
処
理
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、

岩
手
県
に
あ
っ
て
は
、
既
に
受
入
れ
を
行
っ
て
い
る
地
方
自
治
体
及
び
受
入
れ
に
向
け
て
調
整
中
の
地
方
自
治
体
に
お
い
て

見
込
ま
れ
る
受
入
量
が
広
域
処
理
の
必
要
量
に
達
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
宮
城
県
に
あ
っ
て
は
、
東
京
都
等
に
よ
る
受
入
れ

等
に
よ
り
着
実
に
進
展
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
引
き
続
き
、
受
入
先
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
不
燃
物
で
あ
る

一



災
害
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
岩
手
県
及
び
宮
城
県
内
の
公
共
工
事
に
お
け
る
再
生
資
材
と
し
て
の
活
用
を
優
先
し
つ
つ
、
再

生
で
き
な
い
も
の
の
う
ち
、
両
県
内
で
処
理
で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
広
域
処
理
の
受
入
先
を
調
整
し
て
ま
い
り
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
広
域
処
理
を
行
っ
て
い
る
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
依
然
と
し
て
風
評
被
害
に
つ
い
て
の
懸
念
の
声
が
あ
る

た
め
、
風
評
被
害
の
未
然
防
止
を
基
本
と
し
た
対
策
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

「
ス
テ
ッ
プ
２
の
完
了
を
受
け
た
警
戒
区
域
及
び
避
難
指
示
区
域
の
見
直
し
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
及
び
今
後
の
検
討

課
題
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
六
日
原
子
力
災
害
対
策
本
部
決
定
。
以
下
「
基
本
的
考
え
方
」
と
い
う
。

）
に
基
づ
き
、
川
内
村
、
田
村
市
、
南
相
馬
市
及
び
飯
舘
村
に
つ
い
て
、
警
戒
区
域
の
設
定
の
解
除
及
び
避
難
指
示
区
域
の

見
直
し
（
以
下
「
区
域
の
見
直
し
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
町
や
村
に
つ
い
て
も
、
区

域
の
見
直
し
は
、
復
興
に
お
け
る
礎
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
考
え
方
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
、
関
係
者
と
十
分
に
調

整
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
四
日
時
点
に
お
い
て
、
既
に
区
域
の
見
直
し
を
行
っ
た
市
村

を
含
め
区
域
の
見
直
し
に
係
る
住
民
説
明
会
を
実
施
し
た
市
町
村
の
数
は
、
五
市
町
村
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

二



居
住
制
限
区
域
又
は
帰
還
困
難
区
域
に
設
定
さ
れ
る
区
域
の
住
民
を
中
心
に
、
避
難
を
継
続
さ
れ
て
い
る
方
の
帰
還
又
は

生
活
の
再
建
を
図
る
た
め
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
福
島
県
及
び
関
係
市
町
村
等
の
意
見
も
聴
き
な
が
ら
、
復
興
庁
を
中
心
と

す
る
関
係
府
省
に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
現
時
点
に
お
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
る
。

六
及
び
七
に
つ
い
て

関
西
電
力
株
式
会
社
（
以
下
「
関
西
電
力
」
と
い
う
。
）
の
大
飯
発
電
所
第
三
号
機
及
び
第
四
号
機
が
再
起
動
し
て
発
電

が
開
始
さ
れ
、
定
格
熱
出
力
一
定
運
転
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会
議
及
び
電
力
需
給
に
関
す
る
検
討

会
合
の
下
に
開
催
し
た
需
給
検
証
委
員
会
が
平
成
二
十
四
年
五
月
十
四
日
に
取
り
ま
と
め
た
報
告
書
に
お
い
て
示
さ
れ
た
同

年
夏
の
最
大
電
力
需
要
の
下
で
は
、
関
西
電
力
管
内
に
お
け
る
揚
水
発
電
も
含
め
た
供
給
力
は
四
百
四
十
六
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

増
加
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
れ
を
受
け
、
政
府
は
、
「
今
夏
の
電
力
需
給
対
策
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
四
年
五
月

十
八
日
電
力
需
給
に
関
す
る
検
討
会
合
及
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
会
議
決
定
。
以
下
「
夏
の
対
策
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て

示
し
た
節
電
目
標
に
つ
い
て
、
同
年
七
月
二
十
五
日
ま
で
に
見
直
し
を
行
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
関
西
電
力
管
内
の
節
電
目

標
に
つ
い
て
は
平
成
二
十
二
年
比
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
十
パ
ー
セ
ン
ト
（
生
産
活
動
に
支
障
が
生
じ
る
場
合
に
は
五
パ

三



ー
セ
ン
ト
）
以
上
に
、
四
国
電
力
株
式
会
社
管
内
の
節
電
目
標
に
つ
い
て
は
同
年
比
七
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
五
パ
ー
セ
ン
ト

以
上
に
、
中
部
電
力
株
式
会
社
管
内
、
北
陸
電
力
株
式
会
社
管
内
及
び
中
国
電
力
株
式
会
社
管
内
の
節
電
目
標
に
つ
い
て
は

い
ず
れ
も
同
年
比
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
を
数
値
目
標
を
伴
わ
な
い
節
電
要
請
に
、
そ
れ
ぞ
れ
見
直
し
た
。
一
方
、
大
型
の
発

ひ
つ

電
所
の
計
画
外
の
停
止
等
に
よ
り
、
電
力
需
給
が
逼
迫
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
夏
の
対
策
等
に
基
づ

き
、
地
方
自
治
体
、
一
般
電
気
事
業
者
等
と
協
力
し
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

ま
た
、
平
成
二
十
四
年
度
冬
の
電
力
需
給
に
つ
い
て
は
、
国
民
生
活
及
び
経
済
活
動
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る

よ
う
需
給
両
面
の
取
組
を
進
め
つ
つ
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
精
査
を
行
い
、
必
要
な
対
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

四


